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2月号
2026年JCLIFEJCLIFE 　新年明けましておめでとうございま

す。2026年度、事務局長を務めさせてい
ただきます小田康聖と申します。本年
度、事務局では中島理事長が掲げるテー
マ「燈～志の燈を灯し、まちを照らす～」
のもと、まちの未来のために当事者意識
をしっかりと持ちつつ、メンバーの皆様を
全力でサポートしてまいります。また、今
年度も引き続き事務局が拡大活動を担っ
ております。メンバー全員が一丸となり取
り組むための旗振り役として、事務局が
先頭に立ち進めてまいります。新た
な仲間を一人でも多く迎え入れるた
め、全力で邁進していく所存です。一
年間どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

小
田 

康
聖
事
務
局
長

　本年度、まちづくり推進室 未来創造
委員会 委員長を拝命いたしました、福
森慈大です。「想い描く」を所信テーマ
に掲げ、尾道の課題や魅力を深く理解
し、地域の未来を創造する活動に取り
組んで参ります。経験豊富な卒業予定
者の沼田さんをはじめ、幹事の中村

君、高尾君、森下さんなど、若手メ
ンバーを含め、委員会一同が同じ
志を胸に、まちを照らす燈となれ

るよう、一歩一歩進んでまい
ります。皆様、どうぞ１年間
よろしくお願いいたします。

福
森 

慈
大
未
来
創
造
委
員
会

　本年度、まちづくり推進室 社会開発
委員会の委員長を務めます塚本善昭
と申します。
　担当事業を通じて、まちに寄り添い
防災力のあるまちづくりを進め、尾道
を少しでも活気づけながら、地域に小
さな明るさを届ける一年にしてまいり
ます。
　メンバーと共に楽しみながら、支え
てくださる皆さまへの感謝を忘れず全

力で取り組んでまいります。
　一年間どうぞよろしくお願
いいたします。

塚
本 

善
昭
社
会
開
発
委
員
会

　本年度、地域交流委員会の委員長を拝命
いたしました今城佑基と申します。
「いちゃりばちょーでー」
一度会えば皆兄弟。
　出会いを大切にし、人と人とが支え合う
心を表した沖縄の言葉をテーマといたしま
した。
　人との出会いが想いを生み、想いが行動
を生み、行動が地域を動かす。
　私はその先頭に立ち、地域に燈を灯し、
人と人とをつなぐ活動を全力で展開してま
いります。
　誰よりも本気で向き合い、誰よりも楽し
み、誰よりも行動する。
　そして、今城佑基にしか創り出せない地

域交流委員会を。
一年間、委員会メンバーと共に覚悟
と責任をもって築いてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

今
城 

佑
基
地
域
交
流
委
員
会

　本年度、組織づくり推進室総務広報委
員会委員長を仰せつかりました、徳岡万
里です。
　所信のテーマは「想いを知り、伝え
る」、総務の業務や広報を通じて各委員
長の例会や事業に懸ける想いを知り、皆
様の元へ伝えていけるよう活動していき
たいと思います。
　私自身この一年はまさに修練の年とな
りますが、頼れる委員会メンバー皆に支
えてもらいながら、少しずつ成長してま

ちを照らす燈の一つとなれるよう
精進してまいりますので、一年間ど
うぞよろしくお願い致します。

徳
岡 

万
里
総
務
広
報
委
員
会

　本年度、ひとづくり推進室 会員能力
向上委員会 委員長を仰せつかりました
徳永雅之と申します。テーマを「心を燃
やす」にさせて頂きました。街のために
活動する青年会議所会員にとって求め
られる能力とは何か、委員会メンバーと
しっかり考え、来年70周年を迎える尾
道青年会議所の活動がより盛り上がる
ように、この1年間、会員全員を巻き込
み成長していけるように心を燃やして

頑張りたいと思います。
　1年間どうぞよろしくお願いいた
します。

徳
永 

雅
之

会
員
能
力
向
上
委
員
会

2026年度 委員長あいさつ

　
1
月
16
日
（
金
）
、
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に

て
、
新
年
宴
会 

テ
ー
マ
「
志
ひ
と
つ
に
～
未

来
を
灯
す
～
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
昨
年
の
事
業
風
景

が
描
か
れ
た
ぼ
ん
ぼ
り
の
燈
の
演
出
の
中
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
か
ら
始
ま
り
、
続
い

て
中
島
理
事
長
よ
り
本
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
燈
」
と
い
う
所
信
に
込
め
た
想
い
、
そ
し
て

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
志
を
ひ
と
つ
に
し
、
地
域
の
未

来
を
照
ら
し
て
い
く
決
意
が
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長 

髙
橋
宏
明
先
輩
か
ら
ご

挨
拶
、
安
保
雅
文
先
輩
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
を
頂
き
ま
し

た
。

　
理
事
お
よ
び
各
委
員
会
の
紹
介
で
は
、

出
席
者
全
メ
ン
バ
ー
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
2
0
2
6
年
の
尾
道
青

年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩
方
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て
く
れ
る
新
入
会
員
を
紹
介
し
、
代
表
と
し
て

森
下
由
香
君
が
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
年
度
を
も
っ
て
卒

業
を
迎
え
る
卒
業
予
定
者
の
紹
介

も
行
わ
れ
、
卒
業
予
定
者
代
表
と

し
て
沼
田
剛
志
君
が
ラ
ス
ト
イ

ヤ
ー
に
向
け
て
の
一
言
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会
員
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
そ
し
て
先

輩
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
場
と
な
り
、
「
志
ひ
と
つ

に
」
ま
ち
の
未
来
を
照
ら
す
一
年

へ
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
決
意

の
燈
が
灯
る
力
強
い
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
会
員
能
力
向
上
委
員
会
幹
事

　
樋
口
祐
輔
）

　
1
月
16
日
（
金
）
尾
道
国
際

ホ
テ
ル
に
て
、
1
月
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
6
年

度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
本
例
会

で
は
、
理
事
長
・
直
前
理
事

長
・
監
事
の
バ
ッ
ジ
が
中
島
理

事
長
率
い
る
新
体
制
へ
と
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
島
理
事
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
で
は
、

本
年
度
の
テ
ー
マ
「
燈
～
志
の
燈
を
灯
し
、
ま
ち
を
照
ら
す
～
」
の

元
、
本
年
度
に
向
け
た
力
強
い
思
い
を
現
役
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
5
年
度

満
期
退
会
者
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
、
2
0
2
5
年
度
理
事
長
・
監
事
・
出

向
者
・
例
会
皆
出
席
者
の
皆
様
の
努
力
と

功
績
を
称
え
、
達
成
感
に
満
ち
た
姿
は
記

憶
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

続
く
、
満
期
退
会
者
の
表
彰
で

は
、
中
島
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
代
表
と
し

て
小
西
琢
真
先
輩
か
ら
現
役
メ
ン

バ
ー
に
お
心
づ
け
を
い
た
だ
き
、

現
役
会
員
へ
温
か
く
心
強
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

（
記
事
：
徳
岡 

万
里
）

１
月
例
会

新年宴会新年宴会



　
1
月
17
日
（
土
）
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

に
て
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
中
国
地
区
広
島
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
新
春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、

三
原
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
さ
れ

て
お
り
ま
す
小
池
雄
大
ブ
ロ
ッ

ク
会
長
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
S
h
a
r
p
e
n 

O
n
e
'
s

～
真
の
心
で
広
島
の
未
来
を
研
ぎ
澄

ま
す
～
」
の
も
と
、
組
織
、
地
域
、

人
財
を
磨
く
挑
戦
を
続
け
幸
せ
な
未

来
へ
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
く

意
思
を
共
有
致
し
ま
し
た
。

　
当
会
か
ら
出
向
し
て
い
る
亀
山
翔

太
君
の
ス
ピ
ー
チ
。
役
員
団
紹
介
で

は
亀
山
委
員
長
、
小
川
委
員
長
幹
事

の
登
壇
も
あ
り
ま
し
た
。

　
続
く
新
春
交
流
会
で
は
、
三
戸
直

前
会
長
の
乾
杯
で
盛
大
に
ス
タ
ー
ト

し
、
L
O
M
を
越
え
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
各
L
O
M
理
事
長
紹
介
で
は
中
島
理
事
長
が
本
年
度
に

か
け
る
決
意
を
力
強
く
表
明
さ
れ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と

レ
ス
ポ
ン
ス
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
一
同
が
そ
の
想
い
に
呼
応

し
組
織
と
し
て
の
結
束
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会
の
主
管
L
O
M
と
し
て
尾

道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
一
同
、
登
壇
し
て
中
島
理
事

長
、
今
城
委
員
長
主
導
の
も
と
全
員
で
P
R
を
盛
大
に
行

い
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
、
広
島
県
内
の
L
O
M
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

　
1
月
10
日
（
土
）
広
島
市
の
上
田
流
和
風
堂
に
て
初
釜
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
宗
箇
流
の
初
釜
は
4
2
0
年
以
上
続
く
新
春
の
伝
統
行
事

で
す
。
県
内
12
Ｌ
O
M
の
理
事
長
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
団
が

一
堂
に
会
し
、
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
出
席
者
は
歴
史
を

感
じ
ら
れ
る
正
月
飾
り
が
あ
し
ら
わ
れ
た
茶
室
に
て
、
新
年
を
祝

い
、
無
病
息
災
を
願
い
な
が
ら
濃
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
別
室
で
の
祝
膳
の
席
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

　
1
月
23
日
（
金
）
～
25
日
（
日
）
の
3

日
間
、
2
0
2
6
年
度
京
都
会
議
に
参
加

し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
京
都
会
議

は
、
毎
年
1
月
に
開
催
さ
れ
る
日
本
青
年

会
議
所
の
ス
タ
ー
ト
を
象
徴
す
る
会
議
で

す
。

　
「
T
R
U
E 

M
I
N
D 

T
R
U
E 

H
O
P
E
」
を
テ
ー
マ
と
し
本
年
度
の
運

動
方
針
を
全
国
の
会
員
が
共
有
し
、
今
年
一
年
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　
23
日
に
は
、
日
本
青
年
会
議
所
に
V
C
と
し
て
出
向
し
て
い
る
狩
野
聡
汰
君

が
所
属
す
る
包
摂
社
会
確
立
委
員
会
の
ブ
ー
ス
に
訪
問
後
、
中
島
理
事
長
が
会

員
拡
大
会
議
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

　
24
日
に
は
、
総
会
及
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
後
、
L
O
M
ナ
イ
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
途
中
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
小
池
会
長
、
合
田
副
会
長
、
濱
井

副
会
長
、
岡
本
副
会
長
、
日
本
青
年
会
議
所
包
摂
社
会
確

立
委
員
会
、
黒
川
委
員
長
に
お
越
し
頂
き
、
尾
道
内
の
み

な
ら
ず
、
L
O
M
の
垣
根
を
越
え
た
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
25
日
に
は
新
年
式
典
に
参
加
を
致
し
ま
し
た
。
綺
麗

な
雪
景
色
に
包
ま
れ
た
会
場
の

中
、
加
藤
大
将
会
頭
の
会
頭
所

信
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
「
出
発

点
も
到
着
点
も
家
庭
で
あ
り
、

地
域
を
変
え
る
に
は
ま
ず
身
近

な
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
」
こ

の
京
都
で
受
け
取
っ
た
学
び
を

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
参
り

ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

2026年度 副理事長・専務理事あいさつ

　本年度、専務理事の役を仰せつかり
ました安保大輔と申します。
　本年度は、中島理事長の掲げる「燈
～志の燈を灯し、まちを照らす～」の
テーマのもと、３室５委員会体制で力強
く活動を展開してまいります。ブロック
野球大会の主管を始めとし、まちと子
どもたちの未来を見据えた活動、地域
の防災力向上、尾道青年会議所のファ
ンを増やす広報活動、そして何より
も、我々青年会議所メンバー自身が地
域のリーダーとなるための能力の向上
を目指し、行動していく所存です。
　専務理事として、メンバー一人ひとり
が地域のリーダーとして成長できる環
境を整え、組織の円滑な運営に全力を
尽くす所存です。尾道の未来のた
め、そしてメンバーのために、持て
る力を全て注ぎ邁進してまいりま
す。一年間どうぞよろしくお願いい
たします。

安
保 

大
輔
専
務
理
事

　2026年度　まちづくり推進室　
副理事長を仰せつかりました、加藤
雅崇です。
　本年もどうぞよろしくお願いします。
　まちづくり推進室は「尾道の未来
に価値ある活動を展開する委員会」
と「尾道の伝統文化へ参画すると共
に、防災力を高める委員会」で構成さ
れます。
　どちらにも共通するのが、「尾道に
何を遺せるか」だと感じております。
　両委員長、副委員長を中心に、委
員会メンバーと共に精一杯活動して

まいりますので、ご指導ご鞭撻
のほど、よろしくお願いいたし
ます。

加
藤 

雅
崇

ま
ち
づ
く
り
推
進
室 

副
理
事
長

　本年度、組織づくり推進室　副理
事長を仰せつかりました吉田嵩正で
す。地域交流委員会はブロック野球
大会を担当すると共に、地域の声に
耳を傾け、課題やニーズを捉えた事
業を展開していきます。また、総務
広報委員会は尾道青年会議所の魅
力や活動を裏側までお伝えすること
で一人でも多くファンを増やしてい
きます。中島理事長の掲げる『燈』を
しっかりと灯せるように精一杯頑張

りますので、ご指導とご鞭撻
をよろしくお願いします。

吉
田 

嵩
正

組
織
づ
く
り
推
進
室 

副
理
事
長

　2026年度　ひとづくり推進室　副
理事長を仰せつかりました、向井豪佑
です。
　本年もどうぞよろしくお願いします。
　ひとづくり推進室は「会員能力向上
委員会」で構成されています。
　メンバー一人ひとりが『燈』となる
ために、一年間環境と機会を提供して
いきたいと考えております。
　委員長、副委員長を中心に、委員会
メンバーと共に精一杯活動してまいり

ますので、ご指導ご鞭撻のほ
ど、よろしくお願いいたします。

向
井 

豪
佑

ひ
と
づ
く
り
推
進
室 

副
理
事
長

京 
都 

会 

議

ブ
ロ
ッ
ク
新
春
会
議

初　釡



　
1
月
17
日
（
土
）
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

に
て
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所
中
国
地
区
広
島
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
新
春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、

三
原
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
さ
れ

て
お
り
ま
す
小
池
雄
大
ブ
ロ
ッ

ク
会
長
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
S
h
a
r
p
e
n 

O
n
e
'
s

～
真
の
心
で
広
島
の
未
来
を
研
ぎ
澄

ま
す
～
」
の
も
と
、
組
織
、
地
域
、

人
財
を
磨
く
挑
戦
を
続
け
幸
せ
な
未

来
へ
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
く

意
思
を
共
有
致
し
ま
し
た
。

　
当
会
か
ら
出
向
し
て
い
る
亀
山
翔

太
君
の
ス
ピ
ー
チ
。
役
員
団
紹
介
で

は
亀
山
委
員
長
、
小
川
委
員
長
幹
事

の
登
壇
も
あ
り
ま
し
た
。

　
続
く
新
春
交
流
会
で
は
、
三
戸
直

前
会
長
の
乾
杯
で
盛
大
に
ス
タ
ー
ト

し
、
L
O
M
を
越
え
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
各
L
O
M
理
事
長
紹
介
で
は
中
島
理
事
長
が
本
年
度
に

か
け
る
決
意
を
力
強
く
表
明
さ
れ
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
と

レ
ス
ポ
ン
ス
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
一
同
が
そ
の
想
い
に
呼
応

し
組
織
と
し
て
の
結
束
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大
会
の
主
管
L
O
M
と
し
て
尾

道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
一
同
、
登
壇
し
て
中
島
理
事

長
、
今
城
委
員
長
主
導
の
も
と
全
員
で
P
R
を
盛
大
に
行

い
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
、
広
島
県
内
の
L
O
M
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

　
1
月
10
日
（
土
）
広
島
市
の
上
田
流
和
風
堂
に
て
初
釜
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
宗
箇
流
の
初
釜
は
4
2
0
年
以
上
続
く
新
春
の
伝
統
行
事

で
す
。
県
内
12
Ｌ
O
M
の
理
事
長
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
団
が

一
堂
に
会
し
、
お
も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
出
席
者
は
歴
史
を

感
じ
ら
れ
る
正
月
飾
り
が
あ
し
ら
わ
れ
た
茶
室
に
て
、
新
年
を
祝

い
、
無
病
息
災
を
願
い
な
が
ら
濃
茶
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
別
室
で
の
祝
膳
の
席
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

　
1
月
23
日
（
金
）
～
25
日
（
日
）
の
3

日
間
、
2
0
2
6
年
度
京
都
会
議
に
参
加

し
て
参
り
ま
し
た
。

　
今
年
で
60
回
目
を
迎
え
る
京
都
会
議

は
、
毎
年
1
月
に
開
催
さ
れ
る
日
本
青
年

会
議
所
の
ス
タ
ー
ト
を
象
徴
す
る
会
議
で

す
。

　
「
T
R
U
E 

M
I
N
D 

T
R
U
E 

H
O
P
E
」
を
テ
ー
マ
と
し
本
年
度
の
運

動
方
針
を
全
国
の
会
員
が
共
有
し
、
今
年
一
年
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　
23
日
に
は
、
日
本
青
年
会
議
所
に
V
C
と
し
て
出
向
し
て
い
る
狩
野
聡
汰
君

が
所
属
す
る
包
摂
社
会
確
立
委
員
会
の
ブ
ー
ス
に
訪
問
後
、
中
島
理
事
長
が
会

員
拡
大
会
議
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

　
24
日
に
は
、
総
会
及
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
後
、
L
O
M
ナ
イ
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
途
中
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
、
小
池
会
長
、
合
田
副
会
長
、
濱
井

副
会
長
、
岡
本
副
会
長
、
日
本
青
年
会
議
所
包
摂
社
会
確

立
委
員
会
、
黒
川
委
員
長
に
お
越
し
頂
き
、
尾
道
内
の
み

な
ら
ず
、
L
O
M
の
垣
根
を
越
え
た
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
25
日
に
は
新
年
式
典
に
参
加
を
致
し
ま
し
た
。
綺
麗

な
雪
景
色
に
包
ま
れ
た
会
場
の

中
、
加
藤
大
将
会
頭
の
会
頭
所

信
を
拝
聴
し
ま
し
た
。
「
出
発

点
も
到
着
点
も
家
庭
で
あ
り
、

地
域
を
変
え
る
に
は
ま
ず
身
近

な
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
」
こ

の
京
都
で
受
け
取
っ
た
学
び
を

今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
参
り

ま
す
。

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
寺
本 

圭
吾
）

2026年度 副理事長・専務理事あいさつ

　本年度、専務理事の役を仰せつかり
ました安保大輔と申します。
　本年度は、中島理事長の掲げる「燈
～志の燈を灯し、まちを照らす～」の
テーマのもと、３室５委員会体制で力強
く活動を展開してまいります。ブロック
野球大会の主管を始めとし、まちと子
どもたちの未来を見据えた活動、地域
の防災力向上、尾道青年会議所のファ
ンを増やす広報活動、そして何より
も、我々青年会議所メンバー自身が地
域のリーダーとなるための能力の向上
を目指し、行動していく所存です。
　専務理事として、メンバー一人ひとり
が地域のリーダーとして成長できる環
境を整え、組織の円滑な運営に全力を
尽くす所存です。尾道の未来のた
め、そしてメンバーのために、持て
る力を全て注ぎ邁進してまいりま
す。一年間どうぞよろしくお願いい
たします。

安
保 

大
輔
専
務
理
事

　2026年度　まちづくり推進室　
副理事長を仰せつかりました、加藤
雅崇です。
　本年もどうぞよろしくお願いします。
　まちづくり推進室は「尾道の未来
に価値ある活動を展開する委員会」
と「尾道の伝統文化へ参画すると共
に、防災力を高める委員会」で構成さ
れます。
　どちらにも共通するのが、「尾道に
何を遺せるか」だと感じております。
　両委員長、副委員長を中心に、委
員会メンバーと共に精一杯活動して

まいりますので、ご指導ご鞭撻
のほど、よろしくお願いいたし
ます。

加
藤 

雅
崇

ま
ち
づ
く
り
推
進
室 

副
理
事
長

　本年度、組織づくり推進室　副理
事長を仰せつかりました吉田嵩正で
す。地域交流委員会はブロック野球
大会を担当すると共に、地域の声に
耳を傾け、課題やニーズを捉えた事
業を展開していきます。また、総務
広報委員会は尾道青年会議所の魅
力や活動を裏側までお伝えすること
で一人でも多くファンを増やしてい
きます。中島理事長の掲げる『燈』を
しっかりと灯せるように精一杯頑張

りますので、ご指導とご鞭撻
をよろしくお願いします。

吉
田 

嵩
正

組
織
づ
く
り
推
進
室 

副
理
事
長

　2026年度　ひとづくり推進室　副
理事長を仰せつかりました、向井豪佑
です。
　本年もどうぞよろしくお願いします。
　ひとづくり推進室は「会員能力向上
委員会」で構成されています。
　メンバー一人ひとりが『燈』となる
ために、一年間環境と機会を提供して
いきたいと考えております。
　委員長、副委員長を中心に、委員会
メンバーと共に精一杯活動してまいり

ますので、ご指導ご鞭撻のほ
ど、よろしくお願いいたします。

向
井 
豪
佑

ひ
と
づ
く
り
推
進
室 

副
理
事
長

京 

都 

会 

議

ブ
ロ
ッ
ク
新
春
会
議

初　釡



JC
一般社団法人尾道青年会議所 http://www.ojc.or.jp/　〒722-0035 尾道市土堂2-10-3  尾道商工会議所ビル3F
TEL：0848-20-1110　FAX：0848-20-1112　E-mail：ojc@urban.ne.jp　Facebook：http://www.facebook.com/isojcnow

2月号
2026年JCLIFEJCLIFE 　新年明けましておめでとうございま

す。2026年度、事務局長を務めさせてい
ただきます小田康聖と申します。本年
度、事務局では中島理事長が掲げるテー
マ「燈～志の燈を灯し、まちを照らす～」
のもと、まちの未来のために当事者意識
をしっかりと持ちつつ、メンバーの皆様を
全力でサポートしてまいります。また、今
年度も引き続き事務局が拡大活動を担っ
ております。メンバー全員が一丸となり取
り組むための旗振り役として、事務局が
先頭に立ち進めてまいります。新た
な仲間を一人でも多く迎え入れるた
め、全力で邁進していく所存です。一
年間どうぞよろしくお願い申し上げ
ます。

小
田 

康
聖
事
務
局
長

　本年度、まちづくり推進室 未来創造
委員会 委員長を拝命いたしました、福
森慈大です。「想い描く」を所信テーマ
に掲げ、尾道の課題や魅力を深く理解
し、地域の未来を創造する活動に取り
組んで参ります。経験豊富な卒業予定
者の沼田さんをはじめ、幹事の中村

君、高尾君、森下さんなど、若手メ
ンバーを含め、委員会一同が同じ
志を胸に、まちを照らす燈となれ

るよう、一歩一歩進んでまい
ります。皆様、どうぞ１年間
よろしくお願いいたします。

福
森 

慈
大
未
来
創
造
委
員
会

　本年度、まちづくり推進室 社会開発
委員会の委員長を務めます塚本善昭
と申します。
　担当事業を通じて、まちに寄り添い
防災力のあるまちづくりを進め、尾道
を少しでも活気づけながら、地域に小
さな明るさを届ける一年にしてまいり
ます。
　メンバーと共に楽しみながら、支え
てくださる皆さまへの感謝を忘れず全

力で取り組んでまいります。
　一年間どうぞよろしくお願
いいたします。

塚
本 

善
昭
社
会
開
発
委
員
会

　本年度、地域交流委員会の委員長を拝命
いたしました今城佑基と申します。
「いちゃりばちょーでー」
一度会えば皆兄弟。
　出会いを大切にし、人と人とが支え合う
心を表した沖縄の言葉をテーマといたしま
した。
　人との出会いが想いを生み、想いが行動
を生み、行動が地域を動かす。
　私はその先頭に立ち、地域に燈を灯し、
人と人とをつなぐ活動を全力で展開してま
いります。
　誰よりも本気で向き合い、誰よりも楽し
み、誰よりも行動する。
　そして、今城佑基にしか創り出せない地

域交流委員会を。
一年間、委員会メンバーと共に覚悟
と責任をもって築いてまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

今
城 

佑
基
地
域
交
流
委
員
会

　本年度、組織づくり推進室総務広報委
員会委員長を仰せつかりました、徳岡万
里です。
　所信のテーマは「想いを知り、伝え
る」、総務の業務や広報を通じて各委員
長の例会や事業に懸ける想いを知り、皆
様の元へ伝えていけるよう活動していき
たいと思います。
　私自身この一年はまさに修練の年とな
りますが、頼れる委員会メンバー皆に支
えてもらいながら、少しずつ成長してま

ちを照らす燈の一つとなれるよう
精進してまいりますので、一年間ど
うぞよろしくお願い致します。

徳
岡 

万
里
総
務
広
報
委
員
会

　本年度、ひとづくり推進室 会員能力
向上委員会 委員長を仰せつかりました
徳永雅之と申します。テーマを「心を燃
やす」にさせて頂きました。街のために
活動する青年会議所会員にとって求め
られる能力とは何か、委員会メンバーと
しっかり考え、来年70周年を迎える尾
道青年会議所の活動がより盛り上がる
ように、この1年間、会員全員を巻き込
み成長していけるように心を燃やして

頑張りたいと思います。
　1年間どうぞよろしくお願いいた
します。

徳
永 

雅
之

会
員
能
力
向
上
委
員
会

2026年度 委員長あいさつ

　
1
月
16
日
（
金
）
、
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に

て
、
新
年
宴
会 

テ
ー
マ
「
志
ひ
と
つ
に
～
未

来
を
灯
す
～
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
昨
年
の
事
業
風
景

が
描
か
れ
た
ぼ
ん
ぼ
り
の
燈
の
演
出
の
中
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ム
ー
ビ
ー
か
ら
始
ま
り
、
続
い

て
中
島
理
事
長
よ
り
本
年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
燈
」
と
い
う
所
信
に
込
め
た
想
い
、
そ
し
て

青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
志
を
ひ
と
つ
に
し
、
地
域
の
未

来
を
照
ら
し
て
い
く
決
意
が
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長 

髙
橋
宏
明
先
輩
か
ら
ご

挨
拶
、
安
保
雅
文
先
輩
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
を
頂
き
ま
し

た
。

　
理
事
お
よ
び
各
委
員
会
の
紹
介
で
は
、

出
席
者
全
メ
ン
バ
ー
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
2
0
2
6
年
の
尾
道
青

年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩
方
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
こ
れ
か
ら
活
躍
し
て
く
れ
る
新
入
会
員
を
紹
介
し
、
代
表
と
し
て

森
下
由
香
君
が
意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
今
年
度
を
も
っ
て
卒

業
を
迎
え
る
卒
業
予
定
者
の
紹
介

も
行
わ
れ
、
卒
業
予
定
者
代
表
と

し
て
沼
田
剛
志
君
が
ラ
ス
ト
イ

ヤ
ー
に
向
け
て
の
一
言
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会
員
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
そ
し
て
先

輩
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
た
場
と
な
り
、
「
志
ひ
と
つ

に
」
ま
ち
の
未
来
を
照
ら
す
一
年

へ
向
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
に
決
意

の
燈
が
灯
る
力
強
い
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
会
員
能
力
向
上
委
員
会
幹
事

　
樋
口
祐
輔
）

　
1
月
16
日
（
金
）
尾
道
国
際

ホ
テ
ル
に
て
、
1
月
例
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
6
年

度
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
本
例
会

で
は
、
理
事
長
・
直
前
理
事

長
・
監
事
の
バ
ッ
ジ
が
中
島
理

事
長
率
い
る
新
体
制
へ
と
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
島
理
事
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
で
は
、

本
年
度
の
テ
ー
マ
「
燈
～
志
の
燈
を
灯
し
、
ま
ち
を
照
ら
す
～
」
の

元
、
本
年
度
に
向
け
た
力
強
い
思
い
を
現
役
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
5
年
度

満
期
退
会
者
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
、
2
0
2
5
年
度
理
事
長
・
監
事
・
出

向
者
・
例
会
皆
出
席
者
の
皆
様
の
努
力
と

功
績
を
称
え
、
達
成
感
に
満
ち
た
姿
は
記

憶
に
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

続
く
、
満
期
退
会
者
の
表
彰
で

は
、
中
島
理
事
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
代
表
と
し

て
小
西
琢
真
先
輩
か
ら
現
役
メ
ン

バ
ー
に
お
心
づ
け
を
い
た
だ
き
、

現
役
会
員
へ
温
か
く
心
強
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

（
記
事
：
徳
岡 

万
里
）

１
月
例
会

新年宴会新年宴会
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